
組織名称の変更に伴うユニット制の導入について

粒子線基礎物性研究部門
○○研究分野
□□研究分野

所 長 室
＜研究ユニット統括＞

他大学

民間企業

研究機関

外部有識者

原子力基礎工学研究部門
○○研究分野
□□研究分野

放射線生命科学研究部門
○○研究分野
□□研究分野

粒子線腫瘍学研究センター
○○研究分野

安全原子力システム研究センター
○○研究分野

（研究の進捗等を検証）

研究計画委員会

助
言
・
指
導

新たな研究組織と既存の研究組織のコラボレーションの創出
による共同利用・共同研究拠点の機能強化の実現

共
同
利
用
・
共
同
研
究
・
研
究
協
力

論文数の増加 国内外からの研究者の
新規参入・好循環

若手研究者
所内予算の重点配分
任期付助教の配置

共同利用設備の優先利用 など
新たな研究分野
の創成

研究組織の新陳代謝
のサイクル創出

人材育成の促進

大型外部資金
の獲得

別添②

研究部門や研究センター間の壁を越えた連携・協働


